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要旨
　中国において、成人の犯罪率が減少傾向にあるが、青少年犯罪率は高い水準のままであり、
深刻な社会問題となっている（菊田・覚正，1989）。本研究では、中国河南省の公立中学校
に通う生徒を対象に、中国の事情・要因を検討した質問紙調査を行い、中国の青少年の非行・
犯罪に関する心理的要因を検討することを目的とする。統計分析による各要因を分類した結
果、グループごとの特徴を見出すことができた。3つのグループ（「非行群」、「家庭内暴力群」、
「一般群」）の特徴としては、①非行友人の存在と先生からの“暴力”を受けた生徒は非行傾
向が強い、②家庭内暴力、特に言語暴力という環境で成長していた生徒は親との関係は親密
でなく非行傾向が強い、③親と先生の監督度や関心度が高いほど向社会行動を取る傾向があ
る、ということが考察された。
キーワード：中国　青少年犯罪　多変量分析
1．背景と問題
　中国は世界第一位の人口大国である。中国国家統計局（2015）が発表したデータによると、
人口の総数は約14億になり、そのうち青少年の数は28％（約3.92億人）を占めている。中国
において、成人犯罪率が減少傾向にあるが、青少年犯罪率は際立って高い、深刻な社会問題
となっている（菊田・覚正，1989）。
　中国における青少年犯罪の動向をみると、4つの時期に分けられる。
①… 1950 ～ 1979：刑事犯罪の中で青少年犯罪の比重が低下し、青少年犯罪はまだ社会
問題になっていなかった。菊田・覚正（1989）は、文化が単調であり、イデオロギー
の対立や意識の断層がほとんどなく、家庭教育が適切・有効に作用していたことな
どの原因があると指摘した。
─ 78 ─
②… 1980 ～ 1989：この時期、中国は改革開放政策を推し進め、経済の高度発展に伴っ
て、様々な問題が発生してきた。例えば、不健康思潮の襲来と社会・経済システム
にふさわしい社会制度が確立されていないなどの問題が生じ（劉・孫，2000）、こ
れらの原因で青少年の犯罪率が急増加していた。中国统计年鉴（1997）のデータを
まとめ、1980年から1989年までの刑事犯罪全体に占める青少年犯罪率をFigure…1に
示した。刑事犯罪全体に占める青少年犯罪の比率は大きく上昇しており、1988年に
は75.7％にものぼっている。
Figure 1．刑事犯罪全体に占める青少年犯罪比率（1980年～ 1989年）
③… 1990 ～ 1998：中国の社会治安政策「綜合治理」の実施により、青少年犯罪率は80
年代と比べ、減少傾向にあった。中国统计年鉴（2013）のデータをまとめ、1990年
から1998年までの刑事犯罪全体に占める青少年犯罪率をFigure…2に示した。青少年
犯罪率は、1990年をピークになり、その後減少傾向にあったが、1998年には若干増
加している。
Figure 2．刑事犯罪全体に占める青少年犯罪率（1990年～ 1998年）
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④… 2000 ～現在：中国青少年犯罪研究会の統計データによると、青少年犯罪は増加し、
青少年犯罪の総数は、全国刑事事件総数の70％以上を占め、そのうち、13歳以下の
青少年犯罪率は著しく増加、14歳～ 15歳の未成年における犯罪数が青少年犯罪総
数の70％以上を占めしている。（中国新聞網法制日報，2013）
　中国における青少年犯罪の動向をまとめてみると、1970年から現在まで、中国の青少年犯
罪率は際立って高いことが分かる。70年代後半から80年代に至っては、青少年犯罪はピーク
に達し、その後は減少傾向にあったが、21世紀初頭の現在に、再び上昇してきた。青少年犯
罪は社会問題となり、青少年犯罪率を減少させるため、1977年8月に北京で心理学科企画座
談会が開催され、翌年8月に杭州で全国大会が開催されるなど、活動が再開し、1982年6月、
中国青少年犯罪学会が設立され、さらに青少年犯罪社会心理学専門委員会、犯罪社会学専門
委員会などが設置された（田，2015）。また、青少年がなぜ違法行為や他者に対する加害行
為を行ってしまうのかという原因・要因を考えることが重大な課題となり（劉，2012）、中
国における青少年犯罪についての研究が進んでいる。劉・孫（2000）の研究によると、中国
の経済発展につれ、青少年の物質欲望を刺激し、エロ・暴力ビデオや家庭の不良影響などは
青少年犯罪の要因となっている。また、教育レベルの低さと規範意識の低さ、不適切な教育
方法、不良な家庭環境なども青少年犯罪の要因として考えられる（莫，2004）。
　もう一つの要因として、青少年は特殊な発達段階にあると考えられる。思春期は青少年に
とって最も重要な時期である。この時期では身体、性格と心理などで急激変化がおこり、子
どもから大人に変化する、成年期までの過渡期である。両親の管理監督から抜け出したくて、
付き合うパートナとの集団関係を育成し、情緒が不安定である。また、この時期の青少年は
性に対する欲求が表面化し、自己概念が新しく現れ、自分の生き方、価値観などを決定する。
しかし、この時期の青少年は考え方が単純で、社会経験が足りないで、周囲環境の影響を受
けやすく、犯罪や非行を起こしやすい時期であり（包，2013）、従来から思春期の逸脱行動
は家族関係や養育環境などの問題とつながっている…（辻井・中島，1995）。中国は、日本や
アメリカの社会制度とは違い、1979年から2015年まで導入された一人っ子政策により、核家
族が中国社会の主要形態となっている。この家族構成の変化は、家庭機能など、さまざまな
変化を生じさせ、青少年に対する心理面でも大きな影響をうんだ。田代（2003）は、一人っ
子を持つ家庭には、溺愛型、自由放任型、単純粗暴型といった共通性が強く見られ、親の過
度な溺愛と言語的暴力を含む家庭内暴力が問題になっていると指摘している。
　中国における青少年犯罪が深刻な社会問題となりつつあるが、近年、「校内暴力」も社会
問題となっている。2015年6月に、ネット上に（江西省永新女初中生打人事件）「江西省永新中
学校校内暴力事件」というタイトルの動画がアップされ、中国中の注目を浴びた。この動画
は約5分間において暴行の様子が映されていた。動画では5人の女子中学生が1人の女子生徒
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を囲んで、汚い言葉を言いながら被害者に往復びんたをしていた。被害者は学級委員であっ
たことから、嫉妬と恨みの対象となり、暴行を受けたのだといわれている。この事件はマス
コミにも取り上げられ、テレビや新聞などでも報道されていた。このように、校内暴行やい
じめなどの様子を捉えた動画がスマートフォンなどで撮影され、ネット上に投稿されるケー
スが増加している。中国法制網の資料によると、2013年1月～ 2015年5月の間にテレビに報
道された「校内暴力」事件は増加している（Figure…3）。また、「校内暴力」の加害者の年齢
をみると、中学生の割合が42.5％、高校生の割合が32.5％を占めしている（法制網，2015）。
Figure 3.テレビに報道された「校内暴力」事件（法制網，2015から引用）
　このように、中国における学校内でのいじめはここ数年増加傾向にあり、青少年における
非行問題も重大な社会問題となっている。中国青少年研究センターが2015年に国内十省・市
の小中学生5864人を対象に実施した調査によると、「学校で時々いじめられる」と答えた生
徒は全体の32.5％に上った（人民網，2016）。
　「校内暴力」やいじめなどの非行行為は中学生が占める割合が非常に多い。また、中学生
は13歳～ 16歳の間に、発達段階において、セルフコントロールの低さと考え方などの未熟、
特に心身発達の要因で非行行為に走ってしまうという報告がある（法制網，2015）。保護者
や学校の安全教育・管理などを明確にする必要があるが、「校内暴力」やいじめを通して、
最も重視すべきは非行・犯罪行為を起こした「嫉妬、恨み」といった心理的な要因であると
考えられる。
　発達段階において青少年の心理変化は最も重視するものである。初めは軽い気持ちでも、
これをくり返しているうちに罪の意識が薄れ、さらに大きな罪を犯すようになる。中国にお
ける青少年の非行・犯罪は既に看過できないところまで来ており、この問題をどう解決する
のか、それによって、青少年の健康な成長と社会の長期に渡る安定をもたらすことができる
かどうかが決定されるといっても過言ではない。要するに、青少年の非行・犯罪の心理的要
因の検討が、必須課題になっているのである。このような現状を踏まえ、国家の希望、民族
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の未来である青少年に対する、個人の資質を高めるための教育も課題になっている。この課
題に対処する際、大いに有効なのは、青少年の非行・犯罪に関する心理的要因の客観的分析
である。ところが、中国では、未だにこの分野の研究が進んでいないのが現状である。また、
中国における青少年非行・犯罪についての研究は従来、実証研究に重視し、量的研究や質的
研究は極めて少ない（周，2016）。
　中国では特殊な青少年がいる。彼らは「留守児童」と呼ばれている。「留守児童」とは、両
親が出稼ぎに行っているため、両親と一緒に暮らすことができない16歳未満の農村戸籍の
子どもを指す言葉である。中国民政部のデータによると、2016年3月までに留守児童の数は
902万人にのぼり、留守児童の人口分布中心が中西部（河南省、山東省、湖南省、四川省な
ど）にある。中国全国婦連が2013年に発表したデータによると、青成年犯罪者管理所の中で、
「留守児童」は20.1％を占めしている。また、犯罪記録のある成人のうち、8割は「留守児童」
だった（大紀元，2011）。また、石（2014）の研究によると、留守児童の犯罪率は非留守児
童より24.54％、非行率は12.73％、違法率は10.99％高いことが指摘されている。57.1％の留守
児童は発達段階において抑うつ、不安、怒りやすいなど様々な心理的問題を抱えている（石，
2014）。
Table 1．留守児童の現状
留守児童の現状 比率(％）
両親の勤務地に行ったことがない 65.3
両親との連絡が少ない 23.3
両親に会いたい 64.1
学習成績が中下レベル 80
心理問題がある 57.1
注:…石(2014)から引用
　以上より、本研究では、中国の青少年の非行・犯罪に関する心理的要因を質問紙調査にて
量的研究により、検討する。
2．目的
　田代（2003）は、犯罪・非行の背景として、①不法経営のゲームセンター、ビデオ放映店、
不法出版物等が、青少年へ悪影響を与えていること、②未成年に対する義務教育事業が進む
なかで、農村地区での中途退学の現象が深刻となっていること、③親の過度な溺愛と言語的
暴力を含む家庭内暴力が問題になっていること、などがあげられると指摘している。
　一般的に、現代の青少年非行の発生要因として、セフルコントロールの低さ（Gottfredson…
&…Hirschi,…1990）、家庭の経済的地位の低さ（小保方,…2015）、規範意識の低さ（古山,…1986）
などが指摘されている。そこで本研究では、それら要因や中国の事情を検討した質問紙調査
を行い、中国における青少年犯罪に関する心理的要因を検討することを目的とする。
…
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3．方法
　中国河南省の公立中学校に通う生徒を対象に、中国の事情・先行要因を検討した質問紙調
査を行い、中国の青少年の非行・犯罪に関する心理的要因を検討する。また、統計分析によ
る各要因を分類し、グループごとの特徴を見出し考察する。
　調査対象者、調査時期、手続き　中国河南省の公立中学校に通う2年生（435名）を対象に、
2015年11月および2016年5月に質問紙調査を実施した。
　まず、河南省の知人を介し中学校教師に調査の趣旨などを説明してもらい、実施の可能性
があることを確認した後、実施方法の説明および注意事項などを記した文書を、インターネッ
ト・メールにて送信した。その後、実施担当教師からの質疑を調査者である著者がメールに
て回答し、実施担当教師が了解した時点で調査実施に対する正式な依頼を行った。回答対象
者である中学生へのインフォームドコンセントが十分に行われることを確認した後に、クラ
スごとの調査が実施された。なお、本調査を実施するにあたり東洋大学社会学研究科研究倫
理員会の審査を受け承認されている。
　調査内容　以下の56項目の質問を使用した。
①　規範意識について（18項目）
　道徳的規範尺度（玉田ら，2004）の3項目と規範意識尺度（廣岡・横矢，2006）の15項目
を用いた。
②　非行の経験について（2項目）
　小保方（2006）の2項目を用いた。各項目について“以下の項目について、経験したこと
があることをお選びください”という教示で「YES」、「NO」の2件法で回答を求めた。
③…非行友人の有無について（6項目）
　廣岡・横矢（2006）を参考に作成した。各項目について“あなたの経験や考えなどに当て
はまるものをお選びください”という教示で「YES」、「NO」の2件法で回答を求めた。
④　両親との関係について（8項目）…
　小保方（2006）の6項目を用いた。また、田代（2003）を参考し、2項目を作成した。
⑤　先生との関係について（6項目）
　小保方（2006）、田代（2003）を参考に作成した。
⑥　学校適応感尺度について（16項目）
　学校適応感尺度（石田，2009）の16項目を用いた。各項目について“あなたの気持ちに一
番近い数字をお選びください”という教示で「よく当てはまる」～「全く当てはまらない」
の5件法で回答を求めた。
　全ての質問項目をTable…2に示した。
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Table 2．質問紙項目
尺度 項目
規範意識尺度
（18項目）
学校を3/1以上、さぼった
提出物を3/1以上、提出しなかった
髪の毛を染めて登校した
授業開始のチャイムが鳴っても、席につかない
授業中、騒いだりした
授業中、漫画や小説などを読んだ
授業中に、携帯電話を使用した
授業中に飲食をした
学校のものを故意に壊した
先生の指導を無視した
ジュースの空き缶などゴミを道路に捨てた
メールやSNS、ネット上（掲示板など）で人の悪口を書き込んだ
ボランティア活動に積極的に参加した
電車やバスで体の不自由な人やお年寄りに席を譲った
道徳的規範尺度
（3項目）
年上の人とも友達と話すのと同じ言葉遣いで話した
絶対にバレないと思ったので、悪い事をしてしまった
クラスのみんなで話し合って決めたルールは絶対に守った
非行経験の有無
（2項目）
タバコを吸った
親に隠れて酒やビールを飲んだ
よその人の自転車を盗んだり、かってに使ったりした
非行友人の有無に
ついて
（6項目）
友人にたばこを吸おうと誘われたことがある
友人が人を脅して、物や金をとりあげたといううわさを聞いたことがある
友人に動物をいじめようと誘われたことがある
友人に人に暴力をふるおうと誘われたことがある
万引きに誘われたことがある
友人がお店のものを万引きしたといううわさを聞いたことがある
両親との関係に
ついて
（8項目）
親は私をしかるときにたたいたりする
父と母がよくケンカをする
親は私によく汚い言葉を言う
親は私をよく叱る
親は学校での出来事をよく聞いてくる
親は私が今まで持っていなかったものを持っていると、すぐに気づく
親は私が放課後や休日どこで何をしてるかを知っている
親は私の友人関係を知っている
先生との関係に
ついて
（8項目）
先生は私に辛辣な皮肉を浴びせ嫌がらせを言う
先生は私の良いところも悪いところもすべて認めてくれている
先生は私が何を悩んでいるかを知った時、どうしたらよいかを教えてくれる
授業中、私にはほとんど質問しない
無断欠席をすると、理由を聞かずに、すぐ両親に連絡する
私に元気がないと、すぐ気づいて、はげましてくれる
学校適応感
（16項目）
この学校には、よい友だちがたくさんいると思う
この学校の友だちとの関係に不満がある
この学校の友だちといっしょにいると楽しい
この学校の友だちとは何でも話すことができると思う
この学校の授業を受けるのは楽しい
この学校では一生懸命授業を受けたいと思う
この学校の授業ではやる気がわいてくる
この学校の授業はつまらないと思う
この学校の生徒であることをほこりに思う
この学校の生徒であることがうれしい
この学校の生徒であることを強く意識している
この学校を離れるとしたら、とてもつらいと思う
この学校の先生に対する親しみを感じる
この学校の先生に何でも相談できると思う
この学校の先生と気軽に話ができると思う
この学校の先生に対する不満がある
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4．結果
　4.1　フェイスシートによるクロス表集計
　分析に使ったデータは398名（欠損値＝8.5％）であり、全体の平均年齢は13.38歳（SD=.89）
であった。そのうち、男性は211名（53％）、平均年齢は13.5歳（SD=.92）であり、女性は
179名（45％）、平均年齢は13.2歳（SD=.83）であり、不明は8名（2％）であった。
Table 3．男女の年齢
　自習時間（Table4）については、男性の平均自習時間は2.68時間で、女性の平均時間は2.90
時間であった。また、全体の平均自習時間は2.77時間であった。
Table 4．男女の自習時間
自習時間
男性
N（%）
女性
N（%）
2時間以下 73（56.6） 52（40.3）
2 ～ 3時間 61（48.4） 62（49.2）
3 ～ 4時間 59（50.4） 57（48.7）
　一ヶ月の小遣いは自由記述で回答を求め、答えを「0元」、「1元注1 ～ 50元」、「51元以上」
に分類した。その結果をTable…5に示した。
Table 5．一ヶ月の小遣い
一ヶ月の小遣い
男性
N（%）
女性
N（%）
0元 33（47.1） 36（51.4）
1 ～ 50元 88（55.3） 68（42.8）
51元以上 77（53.1） 64（44.1）
　両親と一緒に過ごす時間は自由記述で回答を求め、答えを「0 ～ 4時間」、「5時間～ 9時間」、
「10時間～ 15時間」に分類し、χ2検定を行った（Table…6）。その結果、両親と一緒に過ごす
時間（0 ～ 4時間）において、有意差が認められた（χ2=12.45,…df=4,…p<.05）。また、両親と
一緒に過ごす平均時間は5.4時間であった。
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Table 6．両親と一緒に過ごす時間
両親と一緒に過ごす時間
男性
N（%）
女性
N（%）
χ2
0 ～ 4時間 117（58.2） 77（38.3） 12.45*
5 ～ 9時間 50（57.5） 37（42.5） 3.81
10 ～ 15時間 35（51.5） 32（47.1） 0.88
*P<.05
　親の職業について自由記述で回答を求め、「父親有職」、「母親有職」、「片方無職」、「両方無職」
4つのグループを分類し、クロス表集計を行った。その結果はTable…7に示した。
Table 7．親の職業
親の職業
男性
N（%）
女性
N（%）
父親有職 94（50.3） 87（46.5）
母親有職 88（50.0） 84（47.7）
共働き 53（51.5） 47（45.6）
片方無職 66（50.8） 60（46.2）
両方無職 26（53.1） 23（46.9）
　4.2　変数による等質性分析
　次に、今回の調査対象となった中学生の類型を明らかにするため、多変量解析を行った。
　規範意識、非行経験の有無、両親との関係、先生との関係についての変数を使い、データ
をすべて「0、1」に変換し、変数間の類似性を見るため、中国における青少年の犯罪・非行
Figure 4.　変数による布置図
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についての心理的要因パターンを分類する。
　統計分析ソフトHAD（清水，2005）を使用し、等質性分析を行った（Figure…4）。フェイスシー
トを除き、さらにカテゴリーへの度数が全体の1割未満の変数と外れ値を除いて分析データ
として使った。次元1は固有値.36、寄与率.13であり、次元2は固有値.23、寄与率.09であった。
　また、3つのグループの各変数を確認するため、Ward法による階層的クラスター分析を
行った。その結果、3つのクラスターが抽出され、それぞれ「一般群」、「家庭内暴力群」、「非
行群」と命名した。「非行群」は13個の変数、「一般群」は8つの変数、「家庭内暴力群」は4つ
の変数で構成された（Table…8）
Table 8．各グループの変数
　さらに、等質性分析を行った布置図を用いてクラスターの結果によるグループ化を行った。
その結果はFigure5に示した。
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Figure 5．布置図でのグループ化
　4.3　フェイスシート項目と各グループの関連
　フェイスシート項目と各グループの関連を見るために、χ2検定を行った。その結果を
Table…9に示した。両親と一緒に過ごす時間、親の職業において、3つの変数に有意差が認め
られた。両親と一緒に過ごす時間（5時間～ 9時間）についてχ2検定を行ったところ有意が
認められた（χ2=25.90,…df=4,…p<.001）。両親と一緒に過ごす時間（10時間～ 15時間）におい
て有意が認められた（χ2=19.97,…df=4,…p<.001）、また、親の職業（片方無職）において有意
差が認められた（χ2=7.86,…df=2,…p<.05）。
5．考察
　中国における中学生の一ヶ月の小遣い調査報告（2015）のデータによると、50元以下の
小遣いを貰っている中学生の割合は85.1％を占めている。本研究の調査では50元以下の小遣
いを貰っている割合は57.5％であり、調査報告（2015）のデータに比べ、27.6％低い。また、
51元以上の小遣いを持っている中学生の割合は42.5％を占めており、中学生の小遣いが増え
ていることがわかった。
　両親と一緒に過ごす時間について中国の先行研究・データがないため、比較することがで
きなかった。本研究の調査によると、両親との過ごす時間は0 ～ 4時間の割合が40％を占め
ている、また、χ2検定の結果を見ると、女性より男性のほうが両親との過ごす時間が短い
ことがわかった。性別と3つのグループの関連（Table…9）を見ると、家庭内暴力群における
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男性の割合が高かった。ハーシ（1990）のボンド理論によれば、両親とのつながりが弱い、
両親への「愛着」に欠ける青少年は、非行行為に走りやすいという。
　日本では父親が有職、母親が専業主婦というパターンの割合が40.7％を示している（厚生
労働省、2015）。日本とは違い、発展途上国の中国では給料がすくないため、出稼ぎに行ったり、
両親とも働いたりすることが普通である。両親ともに働いているため、青少年への関心や交
流、世話までも不充分になっている（中国大河網，2008）。
　次に、中国における非行・犯罪要因を検討するため、得られたデータを等質性分析および
クラスター分析によって、3つのグループ（「一般群」、「家庭内暴力群」、「非行群」）に分類し、
考察する。
それぞれのグループの特徴は以下のとおりである。
①　一般群
　「電車やバスで不自由な人やお年寄りに席を譲った」、「クラスのみんなで話合ってきめた
ルールは絶対守る」といった向社会行為を取る生徒たちは親や学校の先生との関係を親密に
築いており、特に親は学校での出来事や友人関係などよく聞いてくるという特徴がみられた。
Table 9．フェイスシート項目と各グループの関連
　 一般群
N（%）
家庭内暴力群
N（%）
非行群
N（%）
χ2
性別
　　　男性 103（48.8） 75（35.5） 33（15.6） 3.4
　　　女性 102（57.0） 49（27.4） 28（15.6）
自習時間
　　　2時間以下 74（57.4） 35（27.1） 20（15.5） 2.55
　　　2 ～ 3時間 66（52.4） 40（31.7） 20（15.9） 0.57
　　　3 ～ 4時間 57（48.7） 43（36.8） 17（14.5） 2.52
一ヶ月の小遣い
　　　0元 32（45.7） 28（40.0） 10（14.3） 5.92
　　　1-50元 94（59.1） 41（25.8） 24（15.1） 5.35
　　　51元以上 74（51.0） 47（32.4） 24（16.6） 0.25
両親と一緒に過ごす時間 　 　 　 　
　　　0 ～ 4時間 111（55.2） 61（30.3） 29（14.4） 6.04
　　　5 ～ 9時間 49（56.3） 18（20.7） 20（23.0） 25.90***
　　　10 ～ 15時間 36（52.9） 20（29.4） 12（17.6） 19.97***
親の職業 　 　 　 　
　　　父親有職 97（51.9） 58（31.0） 32（17.1） 0.65
　　　母親有職 94（53.4） 57（32.4） 25（14.2） 4.53
　　　共働き 51（49.5） 37（35.9） 15（14.6） 1.03
　　　片方無職 74（56.9） 30（23.1） 26（20.0） 7.86*
　　　両方無職 30（61.2） 13（26.5） 6（12.2） 1.71
*P<.05,***…P<.001
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②　家庭内暴力群
　「親は私をしかるときにたたいたりする」、「父と母がよくケンカをする」、「親は私によく
汚い言葉を言う」、「親は私をよく叱る」といった暴力環境にあり、特に注目すべきは、「親
は私によく汚い言葉を言う」、「親は私をよく叱る」、という言語的暴力である。家庭内暴力、
特に言語的暴力の環境にいる生徒は親との関係は親密でなく、非行傾向が強いという特徴が
見られた。
③　非行群
　「授業中に飲食をした」、「授業中、漫画や小説を読んだ」、「授業中、携帯電話を使用した」、
といった非行行為と反社会行動をとった生徒たちには非行経験のある友人が存在し、また先
生から言語暴力を受けたことがあるという特徴がみられた。中国の中学生が毎日学校にいる
時間は平均して8.8時間である（国家統計局都市調査，1998）。長時間、学校にいるため、友
人と先生の影響は非常に大きいと考えられる。非行友人の存在と先生からの“暴力”は大き
な非行要因であると考えられる。
　非行・犯罪青少年における親や周囲の親密な人々に最も影響されていることが分かりまし
た。子どもの扱いなかで特に問題とされているのが親の暴力である（田代，2003）。中国は
昔から「教育的に多少の暴力が必要である」と言われている。しかし、暴力による身体的な
傷が回復できるが、言語的暴力による精神的や心理的な傷は成長に悪影響を与えるとともに、
子どもの自尊心や自信心にも大きな影響をされている。そのため、子どもに対する家庭教育
は適切な言葉を使う必要があると考えられる。また、親と先生の監督度・関心度は青少年の
非行・犯罪には直接に関連していることが分かった。親と周囲の親密な人々との交流や関心
さによる、より早い段階で、犯罪の芽を摘み取ることができると考えられる。
6．まとめと今後の課題
　本研究は中国における非行要因を検討するため、質問紙調査を行い、得られたデータを等
質性分析およびクラスター分析によって、3つのグループ（「一般群」、「家庭内暴力群」、「非
行群」）に分類した。
　各グループの特徴は以下の通りである。
　①親と先生の監督度や関心度が高いほど、向社会行動を取る傾向がある。
　②…家庭内暴力、特に言語暴力という環境で成長していた生徒は、親との関係が親密でなく
非行傾向が強い。
　③非行友人の存在と先生からの“暴力”を受けた生徒は非行傾向が強い。
　さて、今後の課題である。
　本研究では、中国河南省市内の公立中学校に通う生徒を対象に質問紙調査を行った。「留守
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児童」が少ないため、一般の青少年として扱い、非行・犯罪要因を明らかにしたが、「留守児童」
という特殊な青少年における非行・犯罪要因は一般の青少年と違うと考えられる。今後は「留
守児童」を対象とする質問紙調査やインタビュー調査を行い、青少年（留守児童）における
非行・犯罪要因を検討することが課題としたい。
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The Factor Analysis of Juvenile Delinquency in China
DING,…Ke
IKEMA,…Airi
Abstract
　This… study… investigates… the…psychological… factors,… such…as…normative…consciousness…
linked… to… juvenile… delinquency… in…China… and… aims… to… explain… its… recent… trends… of…
development.…In…this…paper,…we…use…a…questionnaire…survey…and…collected…responses…from…
435…Chinese…junior…high…school…students,…in…XingYang…city…of…central…China.…In…total,…there…
were…56…questions.…The…questions…were…tailored…to…collect…information…about…the…types…of…
delinquencies,…normative…consciousness…of… the…students,… their…relationships…with…parents…
and…teachers,…and…the…scale…of…schools’…responses…and…methods…of…coping.… In…this…study…
we…used…multiple…correspondence…analysis…method.…As…a…result,…we…were…able…to…identity…
three…groups…of…students…and…the…characteristics…of…each…group.　…The…first…group…consists…
of…“delinquent”…students.…These…are… students…who…have…exhibited… strong…behavioral…
deviations…as…a…result…of…being…exposed… in… the…past… to…violence… from…their… teachers,…or…
socializing…with…other…delinquent…students.…The…second…group…consists…of…“child…abuse”…
students.…These…are…students…who…have…being…subject…of…domestic…violence.…In…particular,…
such…students…would…have…being…exposed…to…extreme…verbal…abuse,…within… the…existing…
in…the… family…environment.…Finally,… the…third…group…consists…of…“general”…students.…This…
group…would…include…all…other…types…of…students.…Who…have…been…under…closer…supervision…
by…their… teachers…and…parents,…and… in…general…have…received…more…attention,…care,…and…
support.
Keywords:…China,…juvenile…delinquency,…multiple…correspondence…analysis…method
